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相談支援業務について 
 

 

私たち精神保健福祉士(以下 PSW)は、現在当院に 5 名在籍しています。私たちは、患者様やそのご家族に

対して、社会資源の提供や、経済問題の解決、受診の相談など、日々様々な相談支援業務を行っています。 

当院では、H30.11 に、児童思春期専門病棟を開設しており、以前にも増して児童の受診相談や入院相談が

増えている印象を受けます。相談される方も、保護者はもちろんの事、児童相談所や市のこども家庭支援課、

学校関係者など、多岐にわたります。受理した相談は医師や看護師など、他スタッフと早期に連携し、対応し

ていきます。また、児童思春期専門病棟には専従の PSW も配置されており、行政、学校関係者等との連絡調

整や、家族への心理的サポートなどの役割を担っています。 

以前に比べて、業務内容や求められるものの幅が広がりました。私たち PSW は、一つ一つのケースに誠実

に向き合い、今後も皆様に安心して相談して頂けるよう、邁進していきます。 

なお、現在受診相談が非常に多く、調整にお時間を要して、皆さまにはご迷惑をおかけすることがあるかも

しれません。なにぶんご了承下さい。 

（医療相談部主任 渡邉智子） 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

・診療科目  精神科・神経科・児童精神科 ・ベッド数 177床 

・施設基準 「精神病棟入院基本料 15：１」「児童・思春期精神科入院医療管理料」 

「精神療養病棟入院料」「療養環境加算」「看護補助加算 30：１」 

「食事療養Ⅰ（選択メニューあり）」「薬剤管理指導料」「救急医療管理加算」

「精神科作業療法」「精神科デイケア・ショートケア」「精神科訪問看護」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社団医療法人山陽会 

長門一ノ宮病院 
〒751-0885 

山口県下関市形山みどり町 17-35 

TEL 083-256-2011 

FAX  083-256-9004 第２９号 

病院概要 

病院理念 

 私たちは、病む人に確かな医療・看護技術と快適な療養環境を提供できるよう努めます。 

基本方針 

 病院の理念を達成するために、次の方針に沿って病院運営を行います。 

１． 患者様の人権を尊重する。 

２． 医療安全施策を推進する。 

３． 先進的な医療・看護技術の習得に努める。 

４． 療養環境の快適性とリハビリテーションを両立させる。 

５． 地域との連携を深め、社会資源を活用して患者様の社会復帰を促進する。 

６． 経営の健全性。透明性・安定性を確保する。 

  



「台風による停電について」 
 

「６０周年記念事業について」 

 
 当院は来年の 8 月 1 日で開院 60 周年を迎えます。当院では、以前から節目を祝って記念とするために、10 年

に一度、記念誌の刊行を行っております。前回の 50 周年記念誌から 10 年が経ち、当院にも様々な変化や出来事

があったと感じております。現在、それらを想いつつ、当院の歴史や伝統を大切にしながら、60 周年記念誌の刊

行を目指しております。是非、刊行のあかつきには、皆さまにもご一読いただきまして、当院の歴史や理念に思

いをはせていただけたなら、幸いに思います。              （６０周年記念事業推進委員） 

 
   

 

 

昨年の 9月に台風 10号が山口県にも接近しました。当院では接近日の午前 2 時過ぎより、院内の停電が発

生しました。日頃から備えてはいるものの、院内は薄暗く、発電機に繋がっていない家電は動きません。 

電気の確保のため発電機を確認すると、燃料が１時間当たりおよそ 10ℓ も消費されており、手持ちの予備燃

料を入れても、その後に 6時間しか動かせないのを確認しました。それからは、復旧の目処も立たたない状態

で、燃料の確保に走りました。台風が原因の停電の為、少し地区を離れると停電はなく、燃料の確保は思った

より難しくなかったと思いますが、もしこれが大規模災害だったらと思うと、検討の余地ありと思いました。 

 燃料の確保に動くなか、患者様への食事の提供は？と心配していましたが、その備えは十分なもので、当院

の栄養部は、通常の調理が困難と判断をするや、速やかに非常食へと切り替えていました。そして患者様には、

ほぼ定刻に食事を提供することが出来ました。 

停電はその日の午後 14時に復旧しました。防災意識を再確認できた 1日だったと思います。（防災委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               
 

                    

院長 稲野秀、副院長 稲野靖枝、診療部長 鶴見征志、小林孝吉 
 

 

＊専門外来は、完全時間予約制になっております。 

受診される場合は、お電話等で予約をお取りの上ご来院ください。 

ご予約がない場合は来院されても診察できない場合があります。 

＊初診診察医は外来担当医とは異なる場合があります。 

・入院ご希望の場合は、事前にお問い合わせの上、できるだけ午前中に来院してください。 

午後の遅い場合や空床のない場合は入院できないこともあります。 

・日曜・祝日・盆・年末年始 

・年末年始のお休みは 12月 30日から 1月 3日までです。この期間の外来は休診と 

させていただきます。急患の際には、まずは電話にてご相談ください。 

  

◎山陽新幹線・山陽本線ご利用の方 

新下関駅下車東出口から徒歩 10 分 

 月 火 水 木 金 土 

午前  受付時間 8:00～12:00 

診療時間 9:00～12:30 

 

午後    受付時間 13:15～16:00 

（要予約） 診療時間 13:45～16:30 

稲野 秀 小林 孝吉 稲野 靖枝 鶴見 征志 鶴見 征志 

児童精神 

専門外来 

 

予約のみ 

午後は主治医とのお話合いによる来院予約制（受付順）です。 

急患においてはこの限りではありませんが、来院の際はお電話での確認をお願いします。 

交通アクセス 

医 局 体 制 

休診日について 

◎バス サンデン交通をご利用の方 

農協会館前下車 徒歩３分 

広報誌編集後記 

新しい年が始まりました！昨年は新型コロナウイルス感染拡大対策

に追われた 1 年でしたが、自然災害も各地で発生しました。今回は、防

災委員より台風による停電の記事が掲載されております。常に最悪の状

態を想定し、シミュレーションすることが肝要と思います。また今年は

当院が 60 周年を迎えます。各部門が連携し更なる飛躍を目指してまい

りましょう。             （事務部次長 栗原 和己） 

 

診 療 担 当 医 案 内 


